
投資先企業トップおよび幹部の方々に                           大阪中小企業投資育成株式会社 

ビジネスフォ―ラム（No.９２９） 

 
中小企業再生支援協議会の元サブマネージャーによる 

経営に活かす金融機関の視点 
～商売を見直すのはいつですか？ 今でしょ！～ 

 
【日 時】 平成２７年 １２月 １５日（火） １４：００～１６：００ 

【場 所】 大阪中小企業投資育成株式会社 セミナールーム（参加者には別途地図を FAX） 

【費 用】 無  料 

【申込方法】 下記「参加申込書」に必要事項をご記入の上、ＦＡＸにてお申し込みください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＡＸ ：０６－６４５９－１７０３ （番号違いにご注意ください）    
当該参加申込の情報は本ﾌｫｰﾗﾑ講師機関と共有利用いたしますが、ﾌｫｰﾗﾑのご案内以外の目的で利用することはありません。 

「経営に活かす金融機関の視点」（Ｈ２７／１２／１５）申込書（三竿行） ～ 後日受付書をＦＡＸいたします。 

会社名 ＴＥＬ 

所在地 〒 ＦＡＸ 

部 署 

役 職 

フリガナ 

受講者氏名 

e-mail 

☆お問合せは、大阪中小企業投資育成株式会社 担当／森下 TEL０６－６４５９－１７００ 
 〒530-6128 大阪市北区中之島 3-3-23 中之島ダイビル 28階  

 
平成 25年 3月による金融円滑化法の終了後、懸念された中小企業の倒産は増加しておりませんが、こ

れは、金融機関によるリスケ支援が継続されているためで、中小企業の業況が根本的に改善したわけで

はありません。相変わらず過去の過大投資による過剰債務に苦しむ中小企業も多くあります。しかし、

このような会社も、過去は良かったからこそ、多くの融資を受けられたわけで、外部環境の変化により、

どのような会社も過剰債務に陥るリスクを潜在的に抱えています。 

再生支援協議会の元サブマネージャーの経験により、経営に課題を生じた企業の原因の分析をしなが

ら、金融機関からの会社の見方、対応の仕方を検討し、計数計画を作成する場合の留意事項、それに平

成 26年 2月に施行されている経営者保証ガイドラインの活用により、経営者保証を外す場合の可能性に

ついて考察してみたいと思います。 

さらに、経営改善及び計画の達成のためには、第三者によるモニタリングが重要となりますが、当社

のサービスラインであるアドバイザリー監査等についてのご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

       エクジット株式会社  
      企業診断・評価、アドバイザリー監査＆コンサルティング事業  

            ・公認会計士 田 島 一 志 
           ・公認会計士 巻 淵 友 宏 

            

講 師  

   
◆他人事ではない。一歩まちがえれば借金過多に！    
◆金融機関からの会社の見方（債務者区分等） 
◆計数計画について（キャッシュ・フロー計画の重要性）   
◆経営者保証ガイドラインの活用（経営者保証をはずすために） 
◆モニタリングの重要性（アドバイザリー監査の紹介）など 

ねらい  

主 な内 容  


